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2008 年２月から３月にかけて，小学校１年か
ら６年および中学校２年の７学年，約 2100名の
生徒を対象として言語連想実験を行った。これは，
2006年度から始めたところの，ほぼ 30年という
時間的経過の中で，連想反応語の持つ傾向はどの
程度不変なものであるか，性差についての変化は
ないか，どのような反応語の内容的変化が起こっ
ているかを検討することを目的として行った言語
連想実験の一環であり，幼児を対象とした連想実
験を，小・中学校の生徒にまで拡大したものであ
る。この連想実験の実施方法については，「研究
年報」No.13（2008）に報告したとおりである。
2008年度は，始めに，2007年度の連想実験で
得たデータのうち，未入力であった反応語（全体
の６/７に当たる）の入力を行い，全刺激語 93
語の内の，名詞刺激 37語に対する反応語の分類
を行った。分類は，学年別に行い，それぞれの刺
激語に対する反応語の種類とその出現率を求めた。
その結果は，[資料]「小・中学生の学年別連想反
応表（2008）：名刺に対する反応語」として，本
学紀要第 45号に掲載した。
なお，形容詞 30語および動詞 26語を刺激語と
した反応語の分類は，2009年度の研究計画の一
環として引き続き行っていく予定である。
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研究成果の報告
韓国で老人長期療養保険が 2008年７月１日に
始まった直後の 08年７月９日～12日の間，私は
「ＮＰＯ在宅ケアを支える診療所・市民全国ネッ
トワーク」会長代行の新田國夫医師らとともに，
老人長期療養保険の創設に取り組んできた保健福
祉家族部（日本の厚生労働省介護保険担当部局）
や国民健康保険公団の関係者，韓国老人長期療養
保険立案の中心的な役割を果たしてきた李奎植・
延世大学保健環境大学院教授にも会い，この制度
創設の狙いとスタート後の現状と課題について話
を聞くことができた。その後，08年９月から年
末までの間，日本の介護保険の認定調査や第三者
評価などについて，保健福祉家族部，国民健康保
険公団の調査団が来日，２度にわたって千代田区
内幸町のプレスセンターで厚生労働省幹部も交え
て，研究会，交流会を開いた。
高齢化が今後加速する関係者の危機感は強い。
介護保険の先達である日本とドイツの制度を学び，
制度設計にあたったが，ただ模倣するわけではな
く，韓国の実情に合わせた独自のモデルを作ろう
としていることがわかった。同時に，日本とは異
なる懸念，課題も感じた。
韓国老人長期療養保険は日生の介護保険制度と
比べると次のような特徴が挙げられる。
① 介護保険保険者は市町村である日本とは違
言語連想における時代的変化の検討（続）
小・中学生の反応語の分類と分析
短大 心理学科 荻野七重（共同研究者 小杉洋子 聖徳大学）
スタートした韓国老人長期療養保険の現状と課題
日本との比較
子ども学科 山路 憲夫
